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の視覚化・ ・1)アリティー. インタラクション(参加性)'の 3項目がメディア・アートの強力な表現力で
ある事に注目するとともに、ビデオ・アートとメディア・アートに於ける共通点が i瞬間性' と ・公共性'
にある事を明らかにした。またデジタル・データが有する 3項目を生かした多数の作品を検証する事で、メ
ディア・アートが社会問題を作品化する表現ジャンルであると結論づけた。
(考察)
著者は芸術に於ける社会牲についての意義を探求し、社会性をテーマとするメディア・アートの可能性を
検証するとともに、アーテイストの社会的な責務についても考察している。デジタル・メディアによる情報
力が社会的な開題点を明らかにするという事実をメディア・アートの中に発見した事で、そこに新たな可能
性を見出したと言える己向n寺に 20世紀芸術が社会との狭間で、刺激を交換し続けてきたという歴史の検証を
通して、メディア・アーテイストの社会的意識と立脚点の再構築を求める提案は、考察に値する意義あるも
のであると考える。
審査の結果の要旨
著者が自らの作品制作を通してメディア・アートに於ける特徴を・ 1)アリティー. インタラクション(参
加性)， .情報の視覚化' とし、それが社会性をテーマとするメディア・アートの表現手段として有効である
とした思考のプロセスは実際的であり評制したL、。
また、 20世紀に始まった芸術の社会運動に遡り、芸術における社会性が「社会へ積極的に参加し、社会
との関係を構築するものJと解釈し、ビデオ・アートの1:]に具体的な答を発見した。それは瞬間性と再現性
を通した参加性であり、公共の場での活動であり、メディア・アートとの共通性とnf能性で、ある。実際的な
体験と同時にアカデミックな視点から考察を進めた事が本論を立体的な構成としており、検証に使用した
データも多岐に渡り労作である c
更なる進展を生む為には、一層の客観的視点による研究の構築が期待されるところである。
論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は!専士(デザイン学)の学位を受けるに十分な資格を有
するものと認める c
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